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意識の働き6
.6る1疑意い識よはうそのれなじさたをいもがっ出。こ現とすにる世こ界とのが現.世れ界とへと地続きになることだとす
地続きである。
-と人こ性ろlが生現じれるはこ.とにがじありる寄。るこようしなた感事触象l強迫性)や疎遠・疎開の感触(.
l を現象学の内部で吸うことは離し
い。
-まうてがたいな意るいい識か。をは意プ知変ロ識り化セはょすスう自るのが分さ怠い自な〈身に、かプの同にロ変時あセ化にるスも再にの鈍編さは感さ怠れ、でかプるあのロがり調セ整ス働再の{吉編気のさのづな一結きか部l果をでし行何かうが知こ知起とりょきがょ
で吉るだけである。
意識の活用
.1)注意の分散の場所としての意識の働吉.分散のさなかでの連動の働
きがある。lデュアIk?スヴの活用)
・2)意識の速度を遅くする。それによって自分自身との隙聞を開しあるい
は速度に変化を付ける。それによって脳神経系の選択性を関心0ある
いは1で反応してしまう動作に間や隙間を入れていく。動かない腕をゆっ
〈り動かし、動吉の肉感を感じ取る。そのことと肉感の感じ取りが間に合
わない速度で動かし.意誠の関与を伴うi動作と意識の関与のと.もなわ
ない動作を交互に繰り返す。速度の調整。
・3)緊張弛緩のラインに多〈の段階を作り.緊張を一つの制御変数として
活用する。
意識の副産物
-ポ1)意識の焦点的働能化l焦点化すれば.焦点化したことしか改善しない。
1¥ー スからの批判)。介入箇所に意識経験を向けてはいけない。
.2を1高物めに触るさいに、触っている身体に意識を向けることは.身体の緊張
、身体の菌白書の形成を変容させる@
-触覚効誠性にが感成覚を引さ.発れく限達るり。ドこでラれ.イ最ヴらもは、記良潜〈憶在形.的成動I作等々は.意識が隠れる分だけ.
意有 形身 二さはれ経る験領の援ほがとあんるど。の匪賊である。
